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一響一一鍵
一稀
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①

成
辰
戦
争
で
の
格
闘
相
手

小
室
弥
四
郎
の
錦
絵

明
治
期
沼
津
の
写
真
師
　
鈴

木

忠

視

江
原
素
六
は
成
辰
戦
争
の
際
、
江
戸

開
城
後
、
脱
走
し
て
抗
戦
を
続
け
る
撒

兵
隊
を
率

い
た
。
討
伐
に
向
か

っ
た
長

州

。
薩
摩

・
佐
土
原

・
津

・
岡
山

・
福

岡
の
諸
藩
か
ら
成
る
官
軍
と
は
下
総
で

交
戦
に
及
ん
だ
。
混
戦
の
中
で
敵
兵
に

組
み
伏
せ
ら
れ
、
危
う
く
部
下
の
古
川

宣
誉

（後
の
陸
軍
中
将
）
に
救
わ
れ
る

と
い
う
場
面
が
あ

っ
た
こ
と
は
後
々
ま

で
も
語
り
草
と
な

っ
た
。
慶
応
四
年
間

四
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
敵
の
名
は

小
室
弥
四
郎
基
直
と
い
い
、
五
十
九
歳

の
筑
前
福
岡
藩
士
で
あ

っ
た
。
小
室
は
、

駆
け

つ
け
た
古
川
や
や
は
り
江
原
隊
の

近
藤
三
四
郎

（義
尚
）
・
野
口
保
三
ら
に

よ

っ
て
倒
さ
れ
戦
死
し
た
。
ち
な
み
に

古
川

。
近
藤

・
野
口
と
も
後
に
沼
津
兵

学
校
の
資
業
生
に
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。

危
機

一
髪
で
命
拾
い
し
た
江
原
で
あ

っ

た
が
、
そ
の
直
後
、
左
足
に
銃
弾
を
受

け
、
撒
兵
隊
も
敗
走
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
福
岡
藩
兵
は

約
二
百
名
、
う
ち
六
名
が
戦
死
し
た
。

小
室
の
墓
標
は
隊
長
の
矢
野
安
太
夫
の

手
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
が
、
後
明
治

十
九
年

（
一
八
八
六
）
千
葉
県
が
墓
碑

を
建
て
直
し
た
。
そ
れ
は
船
橋
市
に
現

存
す
る
。
後
年
、
江
原
は
古
川
と
当
時

を
懐
古
し
、
小
室
の
遺
族
が
あ
れ
ば
扶

助
し
た
い
と
そ
の
存
否
を
尋
ね
た
が
、

見

つ
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
小

室
弥
四
郎
の
奮
戦
ぶ
り
を
描
い
た
錦
絵

で
あ
り
、
成
辰
戦
争
か
ら
ま
だ
間
も
な

い
時
期
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
絵
を
描
い
た
国
員
は
、
三
代

豊
国
系
の
大
阪
の
絵
師
で
、
歌
川
を
名

乗

っ
た
人
と
思
わ
れ
る
。

〈参
考
文
献
〉
安
川
巌

『
物
語
福
岡
藩

史
』
（
一
九
八
五
年
）
、
船
橋
市
郷
土
資

料
館

「市
川

・
船
橋
戦
争
の
遺
跡
」
『
資

料
館
だ
よ
り
』
第
３５
号

（
一
九
八
五
年
）、

『
江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一
九
二
三
年
）
、

吉
田
咲

一
『
浮
世
絵
事
典
』
上
巻

（
一

九
七
四
年
）
、
「両
総
戦
争
」
『
沼
津
市
明

治
史
料
館
通
信
』
第
３
号

（
一
九
八
五

年
）

t

明
治
期
の
沼
津
を
代
表
す
る
写
真
師

に
鈴
木
忠
視
が
い
た
。
彼
は
伊
豆
国
賀

茂
郡
岩
科
村

（松
崎
町
）
の
出
身
。
親

族
に
あ
た
る
鈴
木
真

一
が
明
治
五
年

（
一

八
七
二
）
に
横
浜
に
開
い
た
写
真
館
で

技
術
を
学
び
、
真

一
の
女
婿
圭
三
に
も

就
い
た
。
鈴
木
真

一
は
下
岡
蓮
杖
の
弟

子
で
、
や
は
り
伊
豆
の
岩
地
村

（松
崎

町
）
の
人
で
あ
る
。

忠
視
は
明
治
十
四
年

（
一
八
八

一
）

師
の
も
と
を
辞
し
、
長
崎
か
ら
上
海
に

渡

っ
た
。
長
崎
ま
で
の
途
次
各
地
の
写

真
師
た
ち
に
新
技
法
を
教
え
な
が
ら
西

下
し
た
と
い
う
。
上
海
で
写
真
館
を
営

業
、
蓄
財
の
後
、
帰
国
し
た
の
は
明
治

一
十
四
年

（
一
八
九

一
）
だ

っ
た
。
同

年
末
沼
津
町
城
内
で
開
業
、
以
後
こ
の

地
を
活
躍
の
場
と
し
、
静
岡
江
川
町
に

C

も
支
店
を
設
け
る
な
ど
、
名
声
が
高
ま

っ
た
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
五

十
九
歳
で
病
没
し
た

（島
岡
宗
次
郎
編

『
月
の
鏡
』

一
九

一
六
年
、

一
九
九
八

年
復
刻
、
筑
紫
紙
魚
の
会
）
。

沼
津
市
幸
町
の
永
明
寺
に
は
、
五
角

柱
の
形
を
し
た
彼
の
墓
が
あ
り
、
以
下

の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

養
源
院
良
峰
義
忠
居
士

鈴
木
忠
視
君
墓
陰
記

赤
瀬
鈴
木
忠
平
代
撰

先
君
名
忠
視
伊
豆
賀
茂
郡
岩
科
邑
人
鈴

木
文
吉
第
三
子
也
嘉
永
二
年
十

一
月
廿

二
日
生
天
資
舗
達
不
屑
終
於
辺
隅
明
治

四
年
往
横
浜
従
鈴
木
真

一
究
写
真
術
十

四
年
挟
其
技
遊
清
国
上
海
居
十
年
頗
致

富
廿
四
年
去
之
来
駿
河
創

一
家
千
沼
津

町
城
内
而
住
四
十
年
十
二
月
四
日
病
歿

鈴 木 忠 視
(『月の鏡』より)

鈴木忠視の墓

(永明寺)
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享
年
五
十
九
葬
十
永
明
寺
新
螢
蓋
先
君

之
於
写
真
術
造
詣
甚
深
大
日
本
写
真
大

会
擢
斯
援
之
巧
者
廿
余
名
於
邦
内
而
褒

之
先
君
亦
典
尖

明
治
四
十

一
年
六
月

孝
子
鈴
木
次
郎
作
謹
誌

素
堂
鳥
沢
恭
三
象
隷

撰
文
を
担
当
し
た
鈴
木
忠
平
は
、
沼

津
尋
常
小
学
校
長
を

つ
と
め
た
人
で
、

種
玉
庵

（彩
江
鷹
）
赤
瀬
を
名
乗

っ
た

俳
人
で
も
あ
る
が
、
忠
視
と
の
血
縁
関

係
は
な
い
よ
う
だ
。

墓
石
や
同
寺
の
過
去
帳
な
ど
に
よ
る

と
、
忠
視
の
先
妻
勢
以
子
は
、
伊

豆
の

松
田
六
治
郎
長
女
で
、
明
治
二
十
年

（
一

八
八
七
）
七
月
二
十

一
日
、
上
海
に
お

い
て
三
十
三
歳
で
亡
く
な

っ
て
い
る
こ

と
、
後
妻
は
京
都
の
益
井
青
芥
長
女
千

賀
子
で
、
沼
津
で
三
十
四
歳
で
没
し
た

こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

鈴
木
が
撮
影
し
た
写
真
は
数
多
く
残

さ
れ
て
い
て
、
よ
く
日
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
当
時
発
行
さ
れ
た
案

内
書
に
は
必
ず
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
『
沼
津
の
華
』
（明
治
二
十
四
年
刊
）

に
は
、
鈴
木

・
村
上

（上
本
町
）
・
金
子

（上
木
町
）
の
三
軒
の
写
真
師
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
鈴
木
に
つ
い
て
は
以

ヽ

下
の
よ
う
に
他
に
比
べ
記
述
も
多

い
。

「○
鈴
木
　
條
内
に
あ
り
主
人
は
鈴
木

忠
視
氏
に
し
て
写
室
器
具
大
に
整
い
最

も
斯
業
の
妙
技
に
精
通
し
優
美
の
名
を

以
て
知
ら
る
同
店
は
静
岡
市
に
支
店
あ

り
」
。
『
沼
津
漫
遊
之
栞
』
（明
治
二
十
九

年
刊
）
に
は
、
「鈴
木
写
真
所
」
と
し
て

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『
沼

津
之
栞
』
（明
治
四
十

一
年
刊
）
に
は

「鈴

木
写
真
店
」
と
し
て
、
杉
本
写
真
館

（上

本
町
）
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

悧
一一

馴
一一

錮
一一

鋼
一一

錮
一一

¨
一一

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

第

一
期
資
業
生

沼
津
兵
学
校
資
業
生
の
う
ち
、
第

一

期
生
は
僅
か
五
名
で
あ
り
、
及
第
時
期

も
不
明
で
あ
る
。
第
二
期
が
明
治
三
年

（
一
八
六
九
）
四
月
及
第
な
の
で
、
そ

れ
以
前
と
な
る
。
開
成
所
の
学
生
だ

っ

た
者
が
多

い
た
め
、
後
輩
か
ら

「開
成

所
連
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
五
名
と

ヽ

と
こ
ろ
が
、
『
沼
津
三
島
の
花
』
（大

正
十
四
年
刊
）
の
掲
載
広
告
は
、
沼
津

の
写
真
館
は
吉
口
写
真
店

（向
川
岸
）
・

杉
本
写
真
館

（本
通
り
）
の
二
軒
の
み

で
あ
り
、
鈴
木
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

忠
視
没
後
、
息
子
次
郎
作
が
跡
を
継
ぎ
、

現
に

「り

∽
Ｃ
Ｎ
Ｃ
【
Ｈ」
で
は
な
く

「］∽
」

と
印
刷
さ
れ
た
台
紙
付
の
写
真
も
存
在

す
る
が
、
次
郎
作
の
そ
の
後
に
つ
い
て

不
明
で
あ
る
。

は
芳
賀
可
伝

・
西
尾
政
典

・
服
部
二
郎
・

矢
橋
裕

。
佐
々
木
慎
思
郎
で
あ
る
が
、

比
較
的
経
歴
等
が
わ
か

っ
て
い
る
の
は

芳
賀

・
佐
々
木
の
み
で
あ
る
。

西
尾
政
典
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
旧

名
を
祐
三
郎
と
い
い
、
私
立
鉄
道
の
技

師
に
な

っ
た
と
い
う
程
度
し
か
紹
介
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
最
近
、

彼
の
生
没
年
が
判
明
し
た
。
生
ま
れ
は

嘉
永
五
年

（
一
八
五
三
）
八
月
十
二
日
、

亡
く
な

っ
た
の
は
大
正
十
二
年

（
一
九

二
三
）
十
月
十
八
日
。

履
歴
に
つ
い
て
は
諸
文
献
か
ら
断
片

的
に
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
。
政
典
の

祖
父
は
嘉
八
郎
と
い
い
表
右
筆
を

つ
と

め
た
人
。
父
は
錦
之
助

（後
に
政
徳
と

改
名
）
と
い
い
、
表
右
筆
、
寛
政
重
修

諸
家
譜
書
継
御
用
助
筆
な
ど
を
歴
任
、

幕
府
瓦
解
時
は
開
成
所
頭
取
の
職
に
あ

っ
た
。
錦
之
助
は
、
駿
河
移
住
後
の
明

治
元
年
十

一
月
、
活
字
器
械
を
政
府
に

献
上
す
る
際
の
御
用
を

つ
と
め
た
。

政
典
は
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
三

月
、
十
六
歳
の
時
、
勝
海
舟
の
息
子
小

鹿
ら
と
と
も
に
、
横
浜
で
の
英
学
伝
習

生
の

一
人
に
選
抜
さ
れ
て
い
る
。
維
新

後
は
父
と
と
も
に
沼
津
に
移
住
、
明
治

二
年
二
月
時
点
で
は
、
沼
津
兵
学
校

一

等
教
授
並
渡
部
温
の
塾
生
と
な
り
、
兵

学
校
の
受
験
準
備
を
し
て
い
た
。
明
治

三
年
時
点
で
は
海
軍
兵
学
寮
大
得
業
生

に
な

っ
て
お
り
、
す
で
に
上
京
し
て
い

た
。
翻
訳
書
に

『
曲
線
表
』
（明
治
二
十

六
年
刊
）
・
『桁
構
新
書
』
（同
三
十
四
年

刊
）
な
ど
の
工
学
書
が
あ
る
。
後
者
の

奥
付
に
よ
る
と
当
時
は
大
阪

・
神
戸
に

住
ん
で
い
た
ら
し
い
。

（参
考
文
献
〉
倉
沢
剛

『
幕
末
教
育
史

の
研
究

一
』、
『
江
戸
幕
巨
人
名
事
典
』
、

『静
岡
県
史
資
料
編
１６
』、
円
村
貞
雄
編

『
徳
川
慶
喜
と
幕
臣
た
ち
』

西 尾 政 典

(下山晃子氏提供)
西◇

尾

政

典
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お

知

ら

せ

欄

◎
江
原
素
六
銅
像
の
移
転
と
愛
鷹
山

払
下
げ
百
周
年
記
念
式
典

去
る
五
月
十
九
日
、
市
内
西
熊
堂
に

お
い
て
江
原
素
六
先
生
記
念
公
園
の
開

園
、
江
原
素
六
銅
像
の
移
転
除
幕
、
愛

鷹
山
御
料
地
払
下
げ
百
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
江
原
公
園
が
道

路
計
画
に
か
か
り
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
で
、
あ
わ
せ
て
今
年
が
明
治

三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
の
愛
鷹
山
払

下
げ
か
ら
百
年
に
あ
た
る
こ
と
で
そ
の

記
念
式
典
も
同
時
に
行

っ
た
も
の
で
す
。

新
公
園
は
旧
公
園
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト

ル
北
に
登

っ
た
位
置
に
な
り
ま
す
。

◎
企
画
展

「岳
陽
少
年
団
」
の
開
催

大
正
時
代
に
沼
津
で
生
ま
れ
た
岳
陽

少
年
団
は
、
全
国
屈
指
の
大
組
織
に
発

展
し
、
戦
前
期
日
本
の
少
年
団
政
策
を

先
取
り
す
る
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は

違
う

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行

っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
ま
す
。
沼
津
の
子
ど
も
の
歴

史
上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

も
あ
り
、
あ
る
年
齢
以
上
の
方
々
に
と

っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
そ
の
関
係
史

料
を
多
数
集
め
展
示

・
紹
介
し
ま
す
。

期
間

¨
７
月
１
日
閑
か
ら
９
月
２９
日
因

ま
で

※
６
月
２２
～
３０
日
、
９
月
３０
日
～

１０
月
７
日
は
、
展
示
替
作
業
の

た
め
３
階
展
示
室

一
部
閉
鎖
。

会
場

¨
３
階
北
側
展
示
室

図
録

一
『
図
説
岳
陽
少
年
団
』
、
Ｂ
５
版
、

７０
頁

（内
カ
ラ
１
４
頁
）
、
頒
価

一
〇
〇
〇
円

◎
歴
史
講
演
会
の
開
催

企
画
展
に
関
連
し
て
岳
陽
少
年
団
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師

一
田
中
治
彦
氏

（立
教
大
学
文
学

部
教
授
）

演
題

一
「
日
本
の
少
年
団
運
動
に
お
け

る
岳
陽
少
年
団
」

日
時

¨
８
月
１
日
同
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で

会
場

一
当
館
講
座
室

定
員

一
一
〇
〇
名

◎
平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡
め

ぐ
り
の
開
催

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
に
残
る
戦
争
関

連
の
史
跡
を
ま
わ
り
ま
す
。
左
記
の
要

領
で
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

¨
８
月
１３
日
０
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

対
象

¨
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

一
１０
組
２０
名

費
用

一
無
料
。
弁
当
持
参
の
こ
と
。

申
込
み

一
当
館
ま
で
電
話
で
。
受
付
開

始
は
７
月
２０
日
ω
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
開
催

以
下
の
日
程
で
、
は
じ
め
て
古
文
書

に
接
す
る
方
を
対
象
と
し
て
初
心
者
講

座

（全
五
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

一
９
月
５
日
、

１２
日
、

１９
日
、

２６

日
、

１０
月
３
日
の
各
日
曜
日
。

時
間

¨
午
後
２
時
～
４
時

講
師

一
久
保
田
富
氏

（市
史
編
さ
ん
専

門
委
員
）

定
員

¨
４０
人

申
込
み

¨
電
話
で
先
着
順

（受
付
開
始

は
８
月
１０
日
）
。

費
用

一
教
材
費
の
み
実
費
で
。

◎
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
２３
の
刊
行

体
裁

一
Ｂ
５
版
、
九
〇
頁
。

頒
価

一
一
〇
〇
〇
円

内
容

一
樋
口
雄
彦

「沼
津
兵
学
校
附
属

小
学
校
教
授
永
井
直
方

の
日

記
」
、
瀬
川
裕
市
郎

「擬
餌
針
と

カ
ツ
オ
釣
り
」
、
守
屋
豊
人

「修

善
寺
町
池
の
本
遺
跡
出
土
土
器

の
再
検
討
」

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
５８
号

獅
篠

沼
津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐

００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
二

一二
‐
三
三
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐
三
〇

一
八

愛鷹山御料地払い下げ百周年記念碑

岳陽少年団の前身沼津少年団の入団式
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